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「みなと区民まつり」のにぎわいのなか、毎年、増上寺大殿への階段近くに、だれもがほ

っと気軽に一服できるお茶席が設けられているのをご存じでしょうか。席主をつとめる茶

道教授の戸田さんにお話を伺いました。

ご主人の転勤がきっかけで港区に暮らしはじめた戸田さんは、現在、港区と川崎の2カ

所で茶道を教えています。三菱関東閣や綱町三井倶楽部など、港区内名所での、数々

のお茶会開催経験をお持ちです。 

また、港区国際交流協会の理事として、「港区国際交流茶会」と銘打って、区民まつりへ

の出展をはじめ、一般の方向けの立礼席（りゅうれいせき:椅子に腰かけて行う形式）の

お茶会を開いてきました。 

「港区に多くいらっしゃる外国の方々にもお茶を楽しんでいただきたくて。それから“お茶

会”というと皆さん、変に構えてしまいますけど、その頭に“国際交流”とつけると、日本

の方にも外国の方にも喜んで参加していただけるんですよ（笑）。日本文化に触れてい

ただくという意味でも、特別に外国の方向けにアレンジはせず、内容は通常のお茶席と

まったく同じです」

さらに、増上寺境内にある皇女和宮ゆかりの茶室「貞恭庵（ていきょうあん）」でも、毎

年、一般の方々にお茶会を催されています。 

「貞恭庵という茶室を、ぜひ区民の皆さんにも知っていただきたくて、増上寺の方にお願

いしたのがきっかけです。一般公開するだけでなく、せっかくですからお茶席を設けて。

皇女和宮様が実際に座ってお点前なされたお茶室だと思うと素敵ですよね」

自身の活動について、戸田さんはこう振り返ります。 

「お茶のおかげで、私自身の世界もひろがりました。身近なところでのお茶会がきっかけ

で、未経験の方が興味を持ってくださったり、実際にお茶をはじめてくださったりするっ

て、すごくうれしい。こういう“みんなが楽しんでくれるお茶”が本当に好きですね。

地域の方々の密接なサポートをはじめ、すべて周りの皆さんのご厚意のおかげです。

個人ではできないことばかり。私はただ、その場でお茶席を設けるだけですから。ご縁

がどんどんひろがっていって本当にすばらしいですね。 

港区は、なによりまず“人材”という宝があり、それから数多くの“名所”がある、可能性に

満ちた魅力あふれる場所だと思います」



▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp

このホームページはKissポート財団の公式ホームページです。このホームページのすべての権利は当財団に帰属します。 

当財団の許可なく複製、転載は出来ません。


